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周期表にあるほとんどの元素とそれらの化合物について分析法を含
めて勉強します。鉄橋やコンクリート、石ころ、茶碗や皿、窓ガラスな
ど、身の回りにはたくさんの無機物質があります。

無機・分析化学系

炭素・水素・酸素・窒素などの各原子を組み合わせて、調味料や医薬品
をはじめ、液晶テレビ、プラスチックス、衣料品など身の回りの日用品
のほとんどを構成する有機化合物を創る学問です。

有機化学系

宇宙は物質から成り立っています。その物質について、人類がこれま
でに体系化してきた知識（自然科学）の中で、最も直感的に、かつ系統
的に必要な基礎知識を与えてくれる学問分野です。

物理化学系

無機・
分析化学系

有機化学系

物理化学系

研究
分野

研究室紹介

学科の特色
いまやグリーンケミストリーに向かって、学問も工業も日夜努力しています。
先端化学科は、専門分野の基礎と最先端の研究成果を教育し、21世紀に山積みされているエネルギー・
資源・環境・医療と健康の各問題の解決に対して、創造性豊かな対応ができる研究者・技術者を育成します。

■ 環境にやさしい新物質やエネルギー、新材料の開発を目指す人材の育成
■ 基礎学力の徹底と実験・演習による実験技術の修得
■ 最先端の研究者・技術者による特別講義の実施
■ 最新鋭の大型装置・設備を活用した最先端の研究

L abo ra t o r i e s

nano-・bio-・electro- を駆使した高機能な材料・デバイスの創製を目指して
私たちは、ナノテクノロジー（nano-）、生体模倣化学（bio-）、
電気化学（electro-）などを駆使して高機能な材料・デバイス
の創製について取り組んでいます。例えば、生体内で特異的
な機能を示すヘムタンパク質のモデルである金属ポルフィ
リン類を合成し、抗がん剤、抗酸化剤、活性酸素種センサー
などへの応用を展開しています[図は抗がん剤の効果的な
送達ができるドラッグデリバリーシステム（DDS）です]。さ
らに、ダイヤモンドの機能材料応用に関する研究にも取り
組んでおり、ナノ構造制御、表面化学修飾などの技術を開発
し、電気化学センサー、エネルギーデバイス、グリーン触媒、
二酸化炭素還元などへの応用に取り組んでいます。

湯浅・近藤研究室

石田 直哉 講師井手本 康 教授 北村 尚斗 講師

山本 一樹 助教郡司 天博 教授

界面化学の視点に立った現象理解とものづくり
身の回りのものから工業製品に至る全ての物質（もの）には、
必ず界面（表面）が存在します。当研究室は界面の性質を理
解しそれを能動的に制御することで、低環境負荷あるいは高
機能な材料の開発に貢献したいと考えています。具体的に
は、①新規両親媒性物質（界面活性剤）の開発と機能性評価、
②微粒子分散系（エマルション・サスペンション）の調製と物
性評価、③界面化学に立脚した機能的な無機材料の創製な
どを進めています。界面の性質は、物質の大きさをナノメート
ル次元まで小さくしていくことで、より顕著に現れるようにな
ります。当研究室では透過型電子顕微鏡や原子間力顕微鏡
を用いることで、界面を「観る」ことにも力を注いでいます。

酒井秀樹・酒井健一研究室

酒井 秀樹 教授 酒井 健一 准教授 赤松 允顕 助教

四反田 功 講師板垣 昌幸 教授 星 芳直 講師

分子増幅を駆使した超高感度光機能性有機材料の創製
光化学的に酸（または塩基）を発生する化合物と、酸（または塩基）の作用で
分解する(高)分子を組み合わせると、さまざまな光反応性材料を創製するこ
とができます。これらの材料は身の回りの電化製品等の製造に利用されて
おり、エレクトロニクス産業に欠くことのできないものです。本研究室では、
これらの材料に必要な光開始剤や反応性（高）分子の合成とその機能評価
を行っています。さらに、当グループでは、酸（または塩基）触媒の増殖反応
を世界で初めて開発しています。この増殖反応を上記の光反応性材料と組
み合わせることで、光反応性材料の超高感度化にも成功しており、この新規
な光機能材料は国内外から注目されています。

有光研究室

有光 晃二 教授 古谷 昌大 講師

有機半導体デバイスが示す電子機能性の根源を探究する
携帯電話のディスプレイやフレキシブルな薄型テレビとして用いられている有
機ELに代表される『有機半導体デバイス』は、私たちの日常生活を一変させるよ
うな応用可能性を秘めています。有機デバイス全般に共通しているのは、ファン
デルワールス力によって緩く結合した分子の間での電子のやりとりが、素子全
体としての電子機能性の源となっていることです。より高機能なデバイスを開発
するためには、こうした有機分子固体がどのように構築され、その内部を電子が
どのように渡り歩いているのか、正確なところを理解することが不可欠です。当
研究室では、有機半導体材料の結晶構造・分子軌道・電子バンドの実測を通し
て、有機デバイス内部での分子の振舞いや電子の動きを探究しています。

中山研究室

中山 泰生 講師

新しい発想に基づいた有機合成反応をデザインする
私たちの身の回りの製品（化学物質）は、有機合成化学の反応（力）で創られたもの
が数多く存在します。我々の研究室では、「新しい発想に基づいた効率的な有機合成
反応を分子設計する」を合言葉に、典型金属あるいは遷移金属の化学的特性を新し
い発想に基づいて活用することで、これまでに例のない有機分子変換法や、官能基
を効率的に導入する分子修飾法を創り出すことを研究しています。特に、新たな分子
活性を駆動する有機金属触媒の創出や複数の反応基質を一挙に連結する多成分
カップリング反応の開発、さらに、分子間あるいは分子内環化反応を駆使し、生理活
性物質や天然物あるいは新機能を発現する高付加価値有機分子の基本骨格を、選
択的かつ効率的に創り出す新しい有機合成反応の開発を目指しています。

坂井研究室

相見 晃久 助教藤本 憲次郎 准教授

湯浅 真 教授 近藤 剛史 准教授 東條 敏史 助教

有機化学と無機化学の境界を化学する
コンタクトレンズと水性塗料の共通点は何でしょう？これらは有機高分子と無機
高分子が複合した有機－無機ハイブリッドなのです。プラスチックスに代表され
る有機材料は一般に柔らかく、熱に弱い性質があります。また、ガラスや陶器の
ような無機材料は固くて脆い性質があります。これらを単純に混ぜることはでき
ませんが、それぞれの特徴を備えた原料を設計して高分子化合物を合成すれば、
分子レベルで有機材料と無機材料を組み合わせた有機－無機ハイブリッドが生
成します。このような材料を正しく評価するためには有機化学と無機化学の両面
からアプローチすることが重要で、無機化学と有機化学の境界を化学すること
により達成されます。

郡司研究室

すべての化学は分析からはじまる
【蓄電池デバイスの評価法の開発】
蓄電池はスマート・グリッド社会における分散電源の促進にとって核となる重
要技術です。電池の性能・安全性向上には、電池を駆動させた状態で電池の
特性を“分析”することが必要となります。本研究室では、電池の発電特性およ
び電極構造や電気化学反応速度などについて、詳細な情報を得る事が可能
な電気化学インピーダンス法を用いた解析法の確立を目指しています。
【腐食防食技術の開発】
インフラストラクチャ－、電子機器等の腐食メカニズムを解明するこ
とで、防食技術の確立を行います。
【生体機能を応用したデバイスの開発】
微生物・細胞・酵素を用いたバイオセンサー・バイオ燃料電池の開発・
評価を行っています。電気化学エネルギーを駆動力とした無機ナノ
モーターの開発を行っています。

板垣・四反田研究室

セラミックスの「製造プロセス」・「機能化」の革新を目指して 
ソフト化学、高圧力化学、コンビナトリアル科学技術などの合成プロセスを駆使
し、環境浄化・エネルギー材料を中心とした新物質の創製や物質の高機能化を
目指しています。さらに、材料設計の指針を決めるために粉末や単結晶を用いた
X線による構造精密化にも取り組み、「合成プロセス」、「物性」そして「結晶構造」
の観点から材料の性質を見抜こうとしています。一例として、コンビナトリアル
科学技術により数百種類の組み合わせからなる化合物群（ライブラリー）の中か
ら、所定の割合で元素を混合した特定の化合物が将来のリチウム二次電池とし
て寿命や環境の面からも優れていることを見出しています。このような知見を基
に、現在新たな材料創製を進めています。

藤本研究室

ミクロな視点から高機能酸化物をビルドアップ！
学問分野としては固体物理化学・電気化学および無機化学に属
しており、リチウムイオン電池に用いられている正極材料、次世
代革新的電池材料、固体酸化物形燃料電池に使われているイオ
ン伝導性酸化物、ICカードなどに応用されている不揮発性メモ
リー用強誘電体やインクジェット技術に適用されている圧電体、
高温超伝導酸化物等について、基礎から応用まで幅広く研究し
ています。特に基礎面では、中性子や放射光X線を用いた結晶化
学的解析と電子顕微鏡による微細構造観察（ミクロな視点）に
重点を置いて研究しており、熱力学測定（マクロな視点）や計算
科学を応用した解析（理論的な視点）と組み合わせることで、高
機能酸化物の設計と優れたデバイスの実現を目指しています。

井手本・北村研究室

坂井 教郎 教授 荻原 陽平 講師

エネルギー・環境 医薬・バイオ ナノテク・素材 電子デバイス
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からアプローチすることが重要で、無機化学と有機化学の境界を化学すること
により達成されます。

郡司研究室

すべての化学は分析からはじまる
【蓄電池デバイスの評価法の開発】
蓄電池はスマート・グリッド社会における分散電源の促進にとって核となる重
要技術です。電池の性能・安全性向上には、電池を駆動させた状態で電池の
特性を“分析”することが必要となります。本研究室では、電池の発電特性およ
び電極構造や電気化学反応速度などについて、詳細な情報を得る事が可能
な電気化学インピーダンス法を用いた解析法の確立を目指しています。
【腐食防食技術の開発】
インフラストラクチャ－、電子機器等の腐食メカニズムを解明するこ
とで、防食技術の確立を行います。
【生体機能を応用したデバイスの開発】
微生物・細胞・酵素を用いたバイオセンサー・バイオ燃料電池の開発・
評価を行っています。電気化学エネルギーを駆動力とした無機ナノ
モーターの開発を行っています。

板垣・四反田研究室

セラミックスの「製造プロセス」・「機能化」の革新を目指して 
ソフト化学、高圧力化学、コンビナトリアル科学技術などの合成プロセスを駆使
し、環境浄化・エネルギー材料を中心とした新物質の創製や物質の高機能化を
目指しています。さらに、材料設計の指針を決めるために粉末や単結晶を用いた
X線による構造精密化にも取り組み、「合成プロセス」、「物性」そして「結晶構造」
の観点から材料の性質を見抜こうとしています。一例として、コンビナトリアル
科学技術により数百種類の組み合わせからなる化合物群（ライブラリー）の中か
ら、所定の割合で元素を混合した特定の化合物が将来のリチウム二次電池とし
て寿命や環境の面からも優れていることを見出しています。このような知見を基
に、現在新たな材料創製を進めています。

藤本研究室

ミクロな視点から高機能酸化物をビルドアップ！
学問分野としては固体物理化学・電気化学および無機化学に属
しており、リチウムイオン電池に用いられている正極材料、次世
代革新的電池材料、固体酸化物形燃料電池に使われているイオ
ン伝導性酸化物、ICカードなどに応用されている不揮発性メモ
リー用強誘電体やインクジェット技術に適用されている圧電体、
高温超伝導酸化物等について、基礎から応用まで幅広く研究し
ています。特に基礎面では、中性子や放射光X線を用いた結晶化
学的解析と電子顕微鏡による微細構造観察（ミクロな視点）に
重点を置いて研究しており、熱力学測定（マクロな視点）や計算
科学を応用した解析（理論的な視点）と組み合わせることで、高
機能酸化物の設計と優れたデバイスの実現を目指しています。

井手本・北村研究室

坂井 教郎 教授 荻原 陽平 講師

エネルギー・環境 医薬・バイオ ナノテク・素材 電子デバイス
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周期表にあるほとんどの元素とそれらの化合物について分析法を含
めて勉強します。鉄橋やコンクリート、石ころ、茶碗や皿、窓ガラスな
ど、身の回りにはたくさんの無機物質があります。

無機・分析化学系

炭素・水素・酸素・窒素などの各原子を組み合わせて、調味料や医薬品
をはじめ、液晶テレビ、プラスチックス、衣料品など身の回りの日用品
のほとんどを構成する有機化合物を創る学問です。

有機化学系

宇宙は物質から成り立っています。その物質について、人類がこれま
でに体系化してきた知識（自然科学）の中で、最も直感的に、かつ系統
的に必要な基礎知識を与えてくれる学問分野です。

物理化学系

無機・
分析化学系

有機化学系

物理化学系

研究
分野

研究室紹介

学科の特色
いまやグリーンケミストリーに向かって、学問も工業も日夜努力しています。
先端化学科は、専門分野の基礎と最先端の研究成果を教育し、21世紀に山積みされているエネルギー・
資源・環境・医療と健康の各問題の解決に対して、創造性豊かな対応ができる研究者・技術者を育成します。

■ 環境にやさしい新物質やエネルギー、新材料の開発を目指す人材の育成
■ 基礎学力の徹底と実験・演習による実験技術の修得
■ 最先端の研究者・技術者による特別講義の実施
■ 最新鋭の大型装置・設備を活用した最先端の研究

L abo ra t o r i e s

nano-・bio-・electro- を駆使した高機能な材料・デバイスの創製を目指して
私たちは、ナノテクノロジー（nano-）、生体模倣化学（bio-）、
電気化学（electro-）などを駆使して高機能な材料・デバイス
の創製について取り組んでいます。例えば、生体内で特異的
な機能を示すヘムタンパク質のモデルである金属ポルフィ
リン類を合成し、抗がん剤、抗酸化剤、活性酸素種センサー
などへの応用を展開しています[図は抗がん剤の効果的な
送達ができるドラッグデリバリーシステム（DDS）です]。さ
らに、ダイヤモンドの機能材料応用に関する研究にも取り
組んでおり、ナノ構造制御、表面化学修飾などの技術を開発
し、電気化学センサー、エネルギーデバイス、グリーン触媒、
二酸化炭素還元などへの応用に取り組んでいます。

湯浅・近藤研究室

石田 直哉 講師井手本 康 教授 北村 尚斗 講師

山本 一樹 助教郡司 天博 教授

界面化学の視点に立った現象理解とものづくり
身の回りのものから工業製品に至る全ての物質（もの）には、
必ず界面（表面）が存在します。当研究室は界面の性質を理
解しそれを能動的に制御することで、低環境負荷あるいは高
機能な材料の開発に貢献したいと考えています。具体的に
は、①新規両親媒性物質（界面活性剤）の開発と機能性評価、
②微粒子分散系（エマルション・サスペンション）の調製と物
性評価、③界面化学に立脚した機能的な無機材料の創製な
どを進めています。界面の性質は、物質の大きさをナノメート
ル次元まで小さくしていくことで、より顕著に現れるようにな
ります。当研究室では透過型電子顕微鏡や原子間力顕微鏡
を用いることで、界面を「観る」ことにも力を注いでいます。

酒井秀樹・酒井健一研究室

酒井 秀樹 教授 酒井 健一 准教授 赤松 允顕 助教

四反田 功 講師板垣 昌幸 教授 星 芳直 講師

分子増幅を駆使した超高感度光機能性有機材料の創製
光化学的に酸（または塩基）を発生する化合物と、酸（または塩基）の作用で
分解する(高)分子を組み合わせると、さまざまな光反応性材料を創製するこ
とができます。これらの材料は身の回りの電化製品等の製造に利用されて
おり、エレクトロニクス産業に欠くことのできないものです。本研究室では、
これらの材料に必要な光開始剤や反応性（高）分子の合成とその機能評価
を行っています。さらに、当グループでは、酸（または塩基）触媒の増殖反応
を世界で初めて開発しています。この増殖反応を上記の光反応性材料と組
み合わせることで、光反応性材料の超高感度化にも成功しており、この新規
な光機能材料は国内外から注目されています。

有光研究室

有光 晃二 教授 古谷 昌大 講師

有機半導体デバイスが示す電子機能性の根源を探究する
携帯電話のディスプレイやフレキシブルな薄型テレビとして用いられている有
機ELに代表される『有機半導体デバイス』は、私たちの日常生活を一変させるよ
うな応用可能性を秘めています。有機デバイス全般に共通しているのは、ファン
デルワールス力によって緩く結合した分子の間での電子のやりとりが、素子全
体としての電子機能性の源となっていることです。より高機能なデバイスを開発
するためには、こうした有機分子固体がどのように構築され、その内部を電子が
どのように渡り歩いているのか、正確なところを理解することが不可欠です。当
研究室では、有機半導体材料の結晶構造・分子軌道・電子バンドの実測を通し
て、有機デバイス内部での分子の振舞いや電子の動きを探究しています。

中山研究室

中山 泰生 講師

新しい発想に基づいた有機合成反応をデザインする
私たちの身の回りの製品（化学物質）は、有機合成化学の反応（力）で創られたもの
が数多く存在します。我々の研究室では、「新しい発想に基づいた効率的な有機合成
反応を分子設計する」を合言葉に、典型金属あるいは遷移金属の化学的特性を新し
い発想に基づいて活用することで、これまでに例のない有機分子変換法や、官能基
を効率的に導入する分子修飾法を創り出すことを研究しています。特に、新たな分子
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カップリング反応の開発、さらに、分子間あるいは分子内環化反応を駆使し、生理活
性物質や天然物あるいは新機能を発現する高付加価値有機分子の基本骨格を、選
択的かつ効率的に創り出す新しい有機合成反応の開発を目指しています。

坂井研究室

相見 晃久 助教藤本 憲次郎 准教授

湯浅 真 教授 近藤 剛史 准教授 東條 敏史 助教

有機化学と無機化学の境界を化学する
コンタクトレンズと水性塗料の共通点は何でしょう？これらは有機高分子と無機
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分子レベルで有機材料と無機材料を組み合わせた有機－無機ハイブリッドが生
成します。このような材料を正しく評価するためには有機化学と無機化学の両面
からアプローチすることが重要で、無機化学と有機化学の境界を化学すること
により達成されます。

郡司研究室

すべての化学は分析からはじまる
【蓄電池デバイスの評価法の開発】
蓄電池はスマート・グリッド社会における分散電源の促進にとって核となる重
要技術です。電池の性能・安全性向上には、電池を駆動させた状態で電池の
特性を“分析”することが必要となります。本研究室では、電池の発電特性およ
び電極構造や電気化学反応速度などについて、詳細な情報を得る事が可能
な電気化学インピーダンス法を用いた解析法の確立を目指しています。
【腐食防食技術の開発】
インフラストラクチャ－、電子機器等の腐食メカニズムを解明するこ
とで、防食技術の確立を行います。
【生体機能を応用したデバイスの開発】
微生物・細胞・酵素を用いたバイオセンサー・バイオ燃料電池の開発・
評価を行っています。電気化学エネルギーを駆動力とした無機ナノ
モーターの開発を行っています。

板垣・四反田研究室

セラミックスの「製造プロセス」・「機能化」の革新を目指して 
ソフト化学、高圧力化学、コンビナトリアル科学技術などの合成プロセスを駆使
し、環境浄化・エネルギー材料を中心とした新物質の創製や物質の高機能化を
目指しています。さらに、材料設計の指針を決めるために粉末や単結晶を用いた
X線による構造精密化にも取り組み、「合成プロセス」、「物性」そして「結晶構造」
の観点から材料の性質を見抜こうとしています。一例として、コンビナトリアル
科学技術により数百種類の組み合わせからなる化合物群（ライブラリー）の中か
ら、所定の割合で元素を混合した特定の化合物が将来のリチウム二次電池とし
て寿命や環境の面からも優れていることを見出しています。このような知見を基
に、現在新たな材料創製を進めています。

藤本研究室

ミクロな視点から高機能酸化物をビルドアップ！
学問分野としては固体物理化学・電気化学および無機化学に属
しており、リチウムイオン電池に用いられている正極材料、次世
代革新的電池材料、固体酸化物形燃料電池に使われているイオ
ン伝導性酸化物、ICカードなどに応用されている不揮発性メモ
リー用強誘電体やインクジェット技術に適用されている圧電体、
高温超伝導酸化物等について、基礎から応用まで幅広く研究し
ています。特に基礎面では、中性子や放射光X線を用いた結晶化
学的解析と電子顕微鏡による微細構造観察（ミクロな視点）に
重点を置いて研究しており、熱力学測定（マクロな視点）や計算
科学を応用した解析（理論的な視点）と組み合わせることで、高
機能酸化物の設計と優れたデバイスの実現を目指しています。
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坂井 教郎 教授 荻原 陽平 講師
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在学中の学生に魅力を聞きました。

Energy and New Materials
科学と自然の調和；それは21世紀の夢を実現する。

本学科では基礎化学に重点を置いたカリキュラムになっているため、
高校で学んだ知識を土台として、さらに深い知識をスムーズに得るこ
とができます。専門分野の講義も多岐にわたっており、様々な分野を
学ぶことで自分が興味を持てる学問領域を発見できますし、様々な
分野の専門知識を持っていた方が多様な観点で物事を考察できる
ので、後の研究に役立ちます。また、学生実験では実験技術を習得す
るだけではなく、学んだ知識を実際に確認し、考察ができるのでやり
がいがあると思います。　
現在私は、高分子を用いた高耐久性セルフクリーニング膜について
の研究を行っております。卒業研究は学生実験とは違って自らの力
で考え行動していくので大変ですが、先生方の指導や先輩のアドバイ
スの下、充実した研究生活を送っています。
本学科で得られる知識は私たちの身の回りで用いられている材料や
技術に直接関連しているので為になりますし、友達と知識を共有する
ことで理解を深めながら有意義な大学生活を送れると思います。

P. D. ジェイムスはその著書『人類の子供たち；The Children of Men』で描いた未来図の中で、「人間を最もいらだたせ、混乱させるのは、

迫りくる種の滅亡でも、それを防ぎ得ない無力さでもなく、その原因を発見できない焦燥感である」と予見しています。そして、「西欧医学

と西欧科学にとって、この究極の敗北の重大さと屈辱はあまりにも予想外だった。…科学は神と崇められていた。」と彼女は書いています。

彼女のいうその神によってもたらされた「エネルギー、医薬、人工心臓、自動車、電話、テレビ、コンピュータなど」がなかったら、

どのような現在が想像できるでしょうか？しかし、私たちはこれまで現代社会を支えてきたことに決して驕ってはならないのです。

科学と自然の調和、これこそ私たち人類が今後も生存し続けるために必要不可欠な条件なのです。人類は直面する飢餓、病気、環境

破壊、そしてエネルギー問題などの難問を解決しなければならないのです。理工学部先端化学科では環境調和型科学をめざし、

「エネルギーとニューマテリアル」をキーコンセプトとして、東京理科大学伝統の実力主義を継承しつつ、基礎教育と先端材料の

研究に力を注いでおります。ここであなた自身の人生の目標をきっと見つけることができると確信しています。

先端化学科主任
2017年度より新たな研究・教育体制がスタートしました！
＊学科・専攻を超えて横断的にかつ強力に研究を推進する横断型コース
＊学部4年と修士1、2年を連結した“3年+3年教育”の6年一貫教育コース

2013年度 学部入学
2018年度 修士2年

工藤　美希

私がこの学科への入学を決めたのは、高等学校で教わった化学の面
白さに魅かれたためでした。学部1年からの3年間は、化学に関する基
礎的な勉強や学生実験が中心の生活でした。講義の予習と復習、毎
週提出する学生実験のレポートなどでたいへんな時もありましたが、
学部4年で研究室に配属された現在では、基礎的な勉強の大切さを
実感しています。
私は洗剤や食品など生活に密着した学問に興味を持っていたため、

「界面化学」の研究室に入りました。私が現在取り組んでいるのは「α-
ゲル」に関する研究です。α-ゲルは化粧品やシャンプーなど、クリーム
を構成する素材です。α-ゲルは不安定で、時間経過につれて水が分
離します。これは商品を開発する上で、大きな問題となります。また、
そもそもなぜα-ゲルという構造になるのか、必ずしも解明されてい
ません。これらの課題について研究することで、α-ゲルを利用した商
品の価値を高めることができます。また今後は、学会や論文で研究
成果を発表し、研究者として成長していくことが私の目標です。

2013年度 学部入学
2018年度 修士2年

田中　克哉
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進路実績 C a r e e r s  a f t e r  G r a d u a t i o n

卒業者　進路状況（学部卒業生：112人） 2017年度就職先
学部卒業生

TIS、YKKAP、荒井製作所、入江工研、オートバックスセブン、オービッ
ク、オービックビジネスコンサルタント、栗田エンジニアリング、自動車
部品工業、シンプレクス、住友理工、昭石エンジニアリング、セラリカＮＯ
ＤＡ、ディップソール、テクマトリックス、鳥居薬品、日本トムソン、バスクリ
ン、林テレンプ、不動テトラ、三菱自動車工業、三菱電機ビルテクノサー
ビス、長野県（県職員）、福島県（県職員）

大学院（修士）修了生
ＡＤＥＫＡ、ＤＩＣ、ＤＮＰファインケミカル、ＤＯＷＡホールディングス、ＪＦ
Ｅシステムズ、ＪＦＥテクノリサーチ、ＪＮＣ、Ｊ－ＰＯＷＥＲ、ＪＳＲ、ＮＯＫ、ＳＯ
ＬＩＺＥ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、稲畑産業、エア・ウォーター、オルガノ、花王、科学
技術振興機構、川研ファインケミカル、川澄化学工業、キヤノン、栗田
工業、コスモ石油、コニカミノルタ、コベルコマテリアル銅管、三洋化
成工業、資生堂、新電元工業、新中村化学工業、スズキ、住友電気工
業、第一三共、ダイキン工業、大日精化工業、大日本印刷、ダウ・ケミカ
ル日本、デクセリアルズ、テクノプロ・デザイン社、デンソー、東ソー、東
京スバル、東京電力、トヨタ自動車、ナカボーテック、日新シール工業、
日本化薬、日本ジェネリック、日本製粉、日本たばこ産業、日本電波工
業、日本ペイントホールディングス、パナソニック、日立化成、ビッグ
ローブ、日野自動車、ヒロセ電機、本田技研工業、三菱ガス化学、三菱
マテリアル、三菱自動車工業、ユニ・チャーム、ユニチカ、ライオン、リ
コー

様々な分野で活躍する卒業生

私は、化学実験に興味があり、実験実習の多い本学科に入学しま
した。数多くの実験実習を経験することで、最先端の化学の知識と
実験技術を身につけられたと思います。
4年生と修士課程の3年間では、電気化学を用いて鉄のさびに関す
る研究に取り組み、専門性を深めました。卒業後は、その専門性を
活かして鉄鋼メーカーに就職し、海岸地域や海洋などのさびやすい
環境で使用される橋梁や船舶などを対象に、腐食しにくい（さびに
くい）鉄鋼材料の研究開発を行い、（公社）腐食防食学会の進歩賞を
受賞することができました。振り返ってみると、学生時代に身につ
けた基礎力、研究に対する姿勢、対話力が、現在の自分を支える基
盤になっております。

2003年修士卒
新日鐵住金株式会社 勤務

長澤　慎

将来メーカーでモノづくりに携わりたいと考え
ていて、そのための基礎を身につけたいと思
い、本学科を選択しました。1～3年次のカリ
キュラムは、化学の基礎から応用についての講

義だけでなく、実験も充実しており自分で原理を学び、実験を組み立てて実施し、レ
ポートとして報告をしていく中で論理的な思考プロセスを体得することができます。
大学院では無機材料化学を専攻しました。研究室にこもって実験をするだけではな
く、国内外の学会で多くの発表も行いました。研究者は、その学びを自分の中だけに
留めず、学会や論文で報告してその分野の発展に貢献するという作業も大変重要で
す。発表の準備は大変でしたが、アメリカ電気化学会では1位(学生ポスター最優秀
賞)を獲得するという経験もできました。
現在私は材料メーカーで開発を担当しております。難しい案件が多い中、お客様と信
頼関係を築きながら業務を進めていけるのは、本学科で技術者として必要な化学の
基礎知識だけでなく、コミュニケーション力と情熱を持って研究に取り組むことの
重要性を学ぶことができたためと思っています。

2010年修士卒
三井金属鉱業株式会社 勤務

田代　美智

大学院進学

公務員

サービス業他

製造業

78.6%
（88人）

1.8%
（2人）

10.7%
（12人）

8.9%
（10人）


